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大洲市公共下水道整備審議会

大洲市

（１）下水道事業の整備状況について

資料-１

1

１-１ 用語の定義

○下水とは
一般家庭や事業所から排出される汚水と、下水管渠を流れ
る雨水の総称。
○公共下水道とは
主として市街地における汚水や雨水を排除する地方公共団
体が管理する下水道です。
○下水道の種類
①合流式・・・汚水と雨水を同じ下水道管で処理場まで運

ぶ方式
②分流式・・・汚水と雨水を別々の管で分け、汚水は汚水

管を通って処理場まで運ぶ方式
雨水は、直接川などに流します。

※大洲市内では、「分流式」による整備を行っています。 2

【参考】1-2愛媛県の下水道処理人口普及率等
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１-３ 大洲市の下水処理

１ 汚水処理施設
①集合処理方式・・・公共下水道（肱南・肱北処理区）

農業集落排水（八多喜地区）
②個別処理方式・・・合併処理浄化槽（①を除く市内一円）

２ 令和７年度末（Ｒ８.3.31）の普及率
普及率（％）処理人口処理施設名

21.0％7,983人公共下水道

2.3％881人農業集落排水

40.0％15,175人合併処理浄化槽

63.4％24,039人計

37,931人住民基本台帳人口
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１-４ 事業計画概要
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R8工事箇所図

１-５公共下水道施設の整備状況

○ ストックマネジメント計画により、施設の老朽化による機能低
下に対応するため、計画的な施設の改築を進めています。

対象施設：肱南浄化センター、肱北浄化センター、八尾雨水ポンプ場、
中島雨水ポンプ場、マンホールポンプ

・第一期ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ計画 期間Ｈ３０～Ｒ4年度
事業費 5億１千万円
機械設備・電気設備

第二期ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ計画 期間Ｒ５～Ｒ１１年度
事業費 １３億8千万円
耐震化・機械設備・電気設備
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１－６肱川区および都谷川流域の浸水対策
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１-７ 八多喜地区農業集落排水事業

（１）事業概要
ア）事業着手 昭和６１年度

イ）供用開始 平成１年９月

ウ）排除方式 分流式合併処理

エ）事業内容

オ）接続状況等（R７年度末）

・接続率 85.9％
・水洗化率 85.7％

24.0ha計画処理区域面積

1,360人計画処理人口

449㎥計画処理水量（日最大）
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４－１八多喜地区農業集落排水事業

（２）事業区域図

農業集落排水施設供用開始区域（八多喜）

○接続状況等（R７年度末）

・接続率 85.9％
・水洗化率 85.7％

24.0ha計画処理区域面積

1,360人計画処理人口

449㎥
計画処理水量
（日最大）

処理場

ＪＲ八多喜駅
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１-８ 受益者負担金制度

13

〇下水道の建設は、自治体の行う公共事業であるものの、道路

や公園、公共施設などと異なり、利用できる人や区域が限

られる事業となります。

〇受益者負担金とは、このように利益を受ける人が限られると

き、事業費の一部を受益者に負担していただき、公平な市民

負担を図る制度であります。

〇土地１m2あたり３７０円を負担していただいています。

１-９ 下水道使用料

（１）下水道使用料とは

汚水を処理する費用、および下水道施設を維持管理

するための費用として使用者の方から負担いただくも

のです。

水道の使用量に応じて負担いただいており、水道使

用量金と一緒にお支払いいただいています。
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１-９ 下水道使用料

使 用 料（１月につき） ※税抜き
汚水の種類

超過料金（１㎥につき）基本料金基本水量

１３５円８㎥を超え２０㎥まで

８００円８㎥一般汚水

１４５円２０㎥を超え３０㎥まで

１５５円３０㎥を超え５０㎥まで

１６５円５０㎥を超え１００㎥まで

１７５円１００㎥を超え１０００㎥まで

１００円１０００㎥を超えるもの

２７円１㎥につき浴場汚水

（４）使用料
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１－９下水道使用料 八多喜地区農業集落排水事業

（４）使用料

使 用 料（１月につき） ※税抜き

汚水の種類
超過料金（１㎥につき）基本料金基本水量

６５円１０㎥を超え２０㎥まで

９００円１０㎥一般汚水

７０円２０㎥を超え３０㎥まで

７５円３０㎥を超え５０㎥まで

８０円５０㎥を超えるもの
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